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' してく1fさい漢の方法官姐
砂そるそろ引っ鍾しのシ ズン.廼廻したの隠いいけれど後に残る除ごみの山 .

砂他にも、庭木のせん定忽どで.81)、5-時的にごみが多量に出る場合や至怠に

樋分したいとみがある濁合は 次の2つの方洛で処理できます.

解可を畳1:t1::一睡晦.，・
岨.置量軍曹に匝圃する

そ由2
白骨で市の麗積書鍵センター{工岨l
，、軍耳

そ由1

。，医者に依澗 有制

直護下置の貯可業者1:i定・してください

制盆 直接骨可業者に.寵して〈ださい

問い合わ世 金副a薦標 (o⑫11) 1) 1) 
許可業者一首

。自己・入u 剛陶まで"拘{超えた喝合は10融gにつSω門}

受付 月、盆電日 {寵祭日企む}午前9旬、午後4時半

計.の陪、車検置の提示をして〈だきい

悶札、含わ世山環境清美工栂{左京五丁目， o⑮31) 1) 0) 

圃鴫珊鍵センター(工喝)の位置図
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新しい用途地域 (4月 1日から施行)への移行について
保存版

ζのリ フレットの色分けした地凶は、公聴会や案の縦覧江どの邸r1jJ十州法に漉づ〈手続を終え

て、 γr&.8 ，f. 4 JI 1 1:1から奈以rli内で施付される別注地減そポしたものですq その川途地減¢以分

は、都市計血.Jt.tと趨ヨ民族唱法の改匝に応じて、いままでの7縛額かり11桶綴にt備えています。これ

は、住環境が良くむるよう、住尉系の周倉地械を3績歎から7縄頒へとより細かく区分したため

です

用途地域について

裕市における仲間 内築工業とい今た f地利矧は I"jじよう伝桶鮫の旭市が集まっていると、

それぞれにあった震境が，1'f，れ、ま"、併が的伝活動を行コことができます日しかし、住む地の奥

ん中にD院やオフィヌピルがで畠る場合のように、極微の拠なる上地利則が混じり合うと、場合に

よってほ、おfJ.いに1:.it.JJ;t鳩を怠化したり、業務を不便にしたりしてしまいますa そこで、偲行計

南では、郎 Iを住吉調曲、利葉地、ヱ業地などいくつかの縛頬に灰分し、これをm.ii地域として建築
物の線唱をkどめています。つまり、将来 どのよう f• .，まちにしたいかということ金考えて、住肘、
腐葉、』業といった士f也利j討をコント回ールすることにより、総市の環境を民くし、誰もが省bし

やすく析動しやすいまちにするため、別途地域では、仮樹伐を地、 'j't.Jj輔伐さ砲、刷業地、 Ll農地
伝どの市街地の殺事に応じて、それぞれ建てることのでさる悠物の用途を定めていますo (則夫

書奥様〉

奈良市
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との図面は 般図ですので、詳細については平成8年4月1日以降に

奈良市役所または奈良県庁に備えている縦覧悶図面を怠照して下さい。
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別表新用途地織による建築物の用途制限の徳要
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